
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会

l込
ヨミ

報
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九

八

八

年

の
運

動

一
九
八
八
年
度
総
会
は
四
月
十
六
日
に
聞
か
れ
、

八
七
年
度
の
決
算
と
総
括
の
承
認
の
あ
と
、
八
八
年

度
の
運
動
方
針
と
世
話
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
の
基
本
方
針
は
、
共
修
家
庭
科
が
女

子
差
別
撤
廃
条
約
に
の
っ
と
っ
た
教
科
と
し
て
実
現

し
、
現
場
に
根
づ
く
よ
う
に
す
る
乙
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
年
度
前
半
と
後
半
に
そ
れ
ぞ
れ
一
次

の
よ
う
な
活
動
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

前
半
の
活
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
現
場
を
対
象

と
し
た
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
、
男
女
平
等
の
問

題
に
関
心
の
あ
る
人
び
と
を
対
象
と
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
つ
く
る
乙
と
、
そ
れ
に
、
文
部
省
に
公
開
質

問
状
を
出
す
乙
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
首
都
圏
の
世

話
人
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
作
業
を
す
す
め

る
乙
と
に
し
ま
し
た
が
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
す
で
に

夏

連
絡
先
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2

幻

日

婦

選

会

館

内

〒

1
5
1

振
替
東
京
九
一
九
一
八
九
一

発
fT 

一
九
八
八
年
七
月
二
日

つ

て

完
成
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
間
も
な
く
で
き
上
り
ま
す
。

公
開
質
問
状
、
グ
ル
ー
プ
は
、
文
部
省
あ
て
の
質
問
状

を
つ
く
る
の
に
先
立
っ
て
、
東
京
都
教
育
庁
の
方
針

を
聞
き
、
国
会
に
も
働
き
か
げ
る
予
定
で
す
。
(
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告
は
日
・

M
ぺ
1
ジ
)

年
度
後
半
に
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

そ
の
内
容
、
日
ど
り
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
が
、

や
や
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
共
修
問

題
を
も
う
一
度
一
般
の
人
び
と
に
強
く
印
象
づ
け
る

た
め
に
、
他
国
体
と
共
催
で
今
ま
で
の
集
会
と
は
違

っ
た
か
た
ち
の
催
し
を
や
ろ
う
と
い
う
考
え
方
と
、

現
場
の
教
員
を
中
心
花
、
全
国
的
な
情
報
交
換
が
で

き
る
よ
う
な
交
流
集
会
に
し
た
い
と
い
う
二
つ
の
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
つ
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
集
中
す
る
乙
と
に
し
て
、
そ
れ

も

く

じ

一
九
八
八
年
の
運
動
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
:
・山

一
九
八
八
年
度
総
会
報
告
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
凶

韮
山
高
校
の
入
学
差
別
に
抗
議
・..•....... 

・・・・附

都
立
高
校
の
募
集
定
員
を
男
女
平
等
に
・

-----m

埼
玉
県
の
調
査
・•............................. 

・・剛

東
京
都
議
会
厚
生
文
教
委
員
会
か
ら
:
:
:
:
剛

生
活
科
の
内
容
・
.............................. ・・剛

高
校
長
協
会
家
庭
部
会
報
よ
り
・
.......... ・・・・捌

連
絡
会
報
告
・

:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
J
i
-
-
j
酬

い
ろ
い
ろ
な
集
会
の
お
し
ら
せ
で
:
:
:
j
i
-
-
間

家

教

連

母

親

大

会

怖

の

会

日
教
組
女
性
民
教
審

リ
l
フ
を
活
用
:
・

0

世
話
人
会
報
告
・.•............................ 

・・問

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

公
開
質
問
状
グ
ル
ー
プ
・

:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
m

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
グ
ル
ー
プ

j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
M

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
:
:
:
:
・

j
i
-
-
-
M

ま
で
は
集
会
は
お
休
み
に
し
ま
す
。
集
ま
る
機
会
は

少
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
情
報
は
事
務
局
ま
た
は

世
話
人
あ
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
も
、
ど
う
ぞ
ご
意
見
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

々t場t、l 時点



九

八

八

年

度

総

A. 
~ 

肝

年

度

総

括

か

ら
報
告

榎
本

稲
子

十
二
月
二
十
四
日
、
教
課
審
答
申
で
中
学
、

高
校
の
家
庭
科
の
男
女
共
修
が
国
の
制
度
と
し
。

て
確
定
し
た
。
し
か
し
、
実
質
的
な
男
女
共
修

に
す
る
た
め
に
は
多
く
の
問
題
点
が
あ
り
、
今

後
も
運
動
を
続
け
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

前
年
度
の
運
動
方
針
は
「
中
学
・
高
校
に
お
け
る

男
女
共
学
必
修
の
方
針
を
受
け
、
会
員
は
力
を
結
集

し
て
、
男
女
共
修
家
庭
科
の
教
育
課
程
を
実
現
す
る

運
動
を
す
す
め
る
」
で
し
た
。
問
題
は
ま
だ
残
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
言
え
ま

す。
答
申
に
向
け
て
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
は
、
四

月
四
日
の
総
会
、
九
・
二
六
集
会
、
十
二
月
十
九
日

の
「
審
議
と
ま
と
め
」
を
検
討
す
る
会
で
の
討
議
や

情
報
交
換
、
要
望
書
の
提
出
(
十
月
一
日
)
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

更
に
次
の
段
階
と
し
て
「
学
習
指
導
要
領
に
私
た

ち
の
意
見
を
盛
り
乙
ま
せ
る
」
(
前
年
度
方
針
1
の

'88 
年
度
運
動
方
針

提
案

議
部

幸
江

一
九
八
七
年
十
二
月
二
十
四
日
、
教
育
課
程
審
議

会
の
答
申
が
で
て
、
中
学
・
高
校
で
の
家
庭
科
の
男

女
共
修
が
、
国
の
制
度
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
乙

れ
か
ら
は
学
習
指
導
要
領
の
指
導
内
容
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
単
な
る
物
作
り
に
終

始
し
た
り
、
道
徳
的
な
し
つ
け
教
育
で
あ
っ
た
り
、

家
庭
科
と
は
程
遠
い
内
容
の
情
報
処
理
で
あ
っ
た
り
、

私
達
の
考
え
る
家
庭
科
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
危
倶
が
あ
り
ま
す
。

教
育
全
般
の
反
動
的
な
動
き
を
き
び
し
く
警
戒
し

な
が
ら
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
に
の
っ
と
っ

た
家
庭
科
に
す
る
た
め
に
、
今
乙
そ
運
動
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

@
基
本
方
針

男
女
共
修
家
庭
科
が
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
の
っ

と
っ
た
教
科
と
し
て
実
現
し
、
学
校
現
場
K
根
づ
く

よ
う
関
係
方
面
に
働
き
か
け
、
世
論
を
盛
り
上
げ
る
。

。
具
体
的
な
行
動

一
、
国
や
自
治
体
に
む
け
て

L

文
部
省
に
働
き
か
け
る
。

国
会
K
働
き
か
け
る
。

2. 

報
L::I:::. 
1=1 

婦

選

会

館

で

②
)
た
め
の
行
動
と
し
て
、
初
年
末
に
は
声
明
と
答

申
に
つ
い
て
の
説
明
文
を
出
し
、
一
月
に
は
要
望
書

を
文
部
省
に
提
出
、
二
月
に
文
部
省
職
業
教
育
課
長

る
訪
問
、
そ
れ
に
二
・
ニ

O
集
会
を
聞
い
て
い
ま
す
。

(
乙
れ
ら
の
具
体
的
内
容
や
、
他
国
体
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
ま
で
の
会
報
を

参
照
し
て
下
さ
い
。
)

方
針
に
か
か
げ
な
が
ら
実
行
し
な
か
っ
た
の
は
・
:

「
会
」
の
運
動
の
ま
と
め
を
す
る
時
機
に
な

っ
て
い
な
い
と
考
え
て
、
出
版
の
た
め
の
準
備

を
中
止
し
た
。

そ
し
て
残
っ
た
大
き
な
問
題
は

会
員
の
拡
大
は
、
中
学
・
高
校
で
の
家
庭
科

の
男
女
共
修
が
一
応
国
の
制
度
と
し
て
決
定
し

た
た
め
、
山
を
乙
し
た
乙
と
で
、
現
在
誠
っ
て

い
る
。
内
容
的
K
問
題
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

各
地
で
地
方
自
治
体
に
働
き
か
け
る
。

各
地
で
地
方
議
会
に
働
き
か
け
る
。

-
働
き
か
け
る
内
容
と
し
て
次
の
諸
点
を
重
視
す
る
。

ア
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
内
容
編
成
に
私
た

ち
の
意
見
を
盛
り
込
ま
せ
る
。

ィ
、
共
修
実
現
に
有
効
な
移
行
措
置
を
実
施
さ
せ

る。

3. 4. ゥ
、
教
員
の
増
員
や
家
庭
科
室
の
新
設
・
充
実
な

ど
、
条
件
整
備
を
推
進
さ
せ
る
。

工
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
を
盛
り
込
ん
だ

教
員
の
研
修
を
進
め
さ
せ
る
。

二
、
現
場
に
む
け
て

L

私
た
ち
の
考
え
る
家
庭
科
共
修
を
実
現
す
る

た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
。

2

家
庭
科
及
び
各
教
科
の
現
場
教
師
と
の
交
流
、

情
報
の
収
集
、
提
供
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ー
文
部
省
や
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
研
究
会

等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

三
、
世
論
に
む
け
て

L

他
国
体
と
共
催
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
。

Z

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
積
極
的
に
配
布
し

理
解
者
を
広
げ
る
。

ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
積
極
的
に
販
売
す
る
0

4

諸
国
体
の
集
会
に
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
ァ

ピ
l
ル
す
る
0

5

マ
ス
コ
ミ
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

記司
録会

梶石
谷川

典由
子紀

る
の
で
新
し
い
運
動
の
方
向
を
考
え
る
時
に
来

て
い
る
。

報
告
は
乙
の
よ
う
に
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

梶
苔
典
子
)

回
年
度
世
話
人

青

山

和

世

東

京

都

芦

谷

薫

東

京

都

石

川

由

紀

東

京

都

議

部

幸

江

東

京

都

榎

本

稲

子

埼

玉

県

大

利

良

枝

島

根

県

小
野
塚
サ
チ
子
新
潟
県

香

川

敦

子

兵

庫

県

梶

谷

典

子

東

京

都

喜
久
川
幸
子
沖
縄
県

木

下

雅

子

石

川

県

木

村

温

美

福

井

県

駒

野

陽

子

東

京

都

斎

藤

節

子

北

海

道

佐

藤

慶

子

山

形

県

(
ま
と
め

提
案

由
紀

石
JlI 

佐
藤
美
枝
子
長
野
県

立
山
ち
づ
子
熊
本
県

丹

原

恒

則

岡

山

県

中

嶋

里

美

埼

玉

県

中

西

芳

子

東

京

都

羽

賀

紀

子

埼

玉

県

橋
本
登
志
子
岐
阜
県

馬

場

洋

子

東

京

都

半
田
た
つ
子
東
京
都

樋

口

恵

子

東

京

都

丸

山

新

男

東

京

都

持
田
ナ
ミ
神
奈
川
県

本

橋

靖

子

鳥

取

県

和

田

典

子

東

京

都

(
二
十
九
名
)

四
、
組
織
の
拡
大
と
強
化
の
た
め
に

L

会
員
の
拡
大
を
積
極
的
に
行
う
。

Z

世
話
人
会
を
定
期
的
に
聞
き
、
記
録
を
残
す
。

a
会
報
を
年
4
回
刊
行
す
る
乙
と
を
継
続
し
、

情
報
の
交
換
に
努
め
る
。

運
動
方
針
に
つ
い
て
の
討
論
か
ら

「
も
っ
と
ポ
イ
ン
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
、
刺
戟

的
な
運
動
方
針
に
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
見
が
最
初
に
出
ま
し
た
が
、
年
度
前
半
は

新
し
い
パ
ン
フ
、
リ
ー
フ
と
文
部
省
に
対
す
る
質
問

状
を
つ
く
る
乙
と
、
後
半
は
イ
ベ
ン
ト
、
と
い
う
よ

う
に
ポ
イ
ン
ト
は
は
っ
き
り
す
る
、
と
い
う
乙
と
で

合
意
で
き
ま
し
た
。

次
に
「
反
動
的
な
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
乙
と
を

考
え
た
上
で
の
運
動
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
う
乙
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
初
任
者
研
修
な

ど
の
制
度
が
間
も
な
く
国
会
で
決
ま
ろ
う
と
し
て
い

る
、
こ
う
し
た
動
き
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
は

家
庭
科
共
修
ど
乙
ろ
で
は
な
く
な
る
、
韮
山
高
校
の

よ
う
な
問
題
も
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
出
て
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
討
論
の
結
果
、

「
教
育
全
般
の
反
動
的
な
動
き
を
き
び
し
く
警
戒
し

な
が
ら
」
と
い
う
乙
と
ば
を
入
れ
る
乙
と
に
し
ま
し

た

。

(

ま

と

め

梶

谷

典

子

)

2 3 
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収 入 の 部 収 入 の 部

1987年度 1987年度 ~予p算オ以ー下バー~ 丈 費 入 金 予算

3，500 x 350人 1，225，000 前年度繰越金 -112，104 -112，104 

87年度繰越金 167.602 Zdh 3Z 費 1. 178.000 1. 400. 000 • 237，500 

百十 1，392，602 カ ン ノf 51. 000 ム 41.000 

そ の 他 34，620 ム 30，120

(集会参加費など)

2十 1，146，516 1，287，896 • 141. 380 

支 出 の 部 支 出 の 部 • 
①集 ~ 76，360 

1987年度 1987年度
-ム予H算オ以ー下バー

支 出 予算
‘‘ 『一.‘ ・------.--時圃晶

会 場費 15，180 x 2 30，360 ①集 ~ 41. 160 114，550 • 73，390 
ー・ ・・・ a ー+・『 守 '・‘ ー圃圃 晶晶晶晶晶晶 晶 守 .“・‘・‘圃‘・‘・...

- 案内状 6.000 会、場費 39.580 44.550 • 4，970 謝 本L 40.000 案内状 1，580 10.000 • 8，420 ⑨イベント 60.000 謝 干し 。 60.000 • 60.000 

③会 報 575.600 ②会 報 427，435 575，600 • 148，165 
， ‘ ・‘ '・・・・ー“ ‘ ー・.

印 刷費 100，000 x 4 400.000 印刷費 249.505 400，000 • 150，495 

送 料 70 x 600 x 4 168.000 送 料 172.640 168，000 ム 4，640 

運搬費 1，900 x4 7.600 運搬費 5.290 7.600 • 2，310 ④維持費 341. 600 ③維持費 341， 600 341. 600 O 
一‘ ・ ..'町、・・ a ー・ 匂・...ー‘・.

事 務所代 6，800 x 12 81. 600 事務所代 81. 600 81，600 。
アルバイト代 20，OOOx 12十20，000 260.000 アルバイト代 260.000 260.000 。
⑤分担金 50，000 ④分担金 49.000 50.000 • 1. 000 ⑥通信費 60.000 ⑤通信費 11. 879 60.000 ム 17，879

⑦雑費 100.000 ⑥雑 費 25.540 70.000 • 44，460 l ⑧ リーフレット 80.000 (封筒.コピー)

⑨予備費 49， 072 ⑦予備費 21. 300 76. 146 • 54，846 

E十 1. 392.602 (声明文)

言十 983，914 1，287，896 • 303，982 

単位・円

<1987年度決算>く1988年度予算>

情

報

交

換

か

ら

A
V
韮
山
高
校
の
問
題

(
6
4
7
ペ
ー
ジ
参
照
)

会
と
し
て
韮
山
高
校
長
へ
申
し
入
れ
書
、
静
岡
県

教
委
へ
要
望
書
を
送
っ
た
乙
と
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
マ

ス
コ
ミ
へ
送
っ
た
乙
と
の
報
告
の
あ
と
、
他
団
体
で

も
抗
議
を
し
て
い
る
乙
と
、

N
H
K
の
お
は
よ
う
ジ

ャ
ー
ナ
ル
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
乙
と
や
、
静
岡
県

の
教
育
界
の
古
い
体
質
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
こ
う
し
た
乙
と
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

あ
ち
こ
ち
で
し
つ
こ
く
声
を
上
げ
て
行
乙
う
、
国
会

へ
の
働
き
か
け
も
続
け
て
行
乙
う
、
さ
わ
ぐ
ほ
ど
効

果
が
あ
る
、
と
話
し
合
い
ま
し
た
o

A
V
国
や
自
治
体
の
動
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
情
報

と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

-
国
会
に
望
ま
し
く
な
い
教
育
関
係
の
法
案
が
出
て

い
る
。
初
任
者
研
修
、
ポ
ス
卜
臨
教
審
、
新
テ
ス
ト
、

教
委
の
権
限
強
化
等
々
。
そ
れ
で
い
て
家
庭
科
共
修

の
予
算
は
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

-
文
部
省
は
指
導
要
領
に
つ
い
て
の
情
報
を
で
き
る

だ
け
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。

・
家
教
連
の
夏
の
研
究
会
は
こ
れ
ま
で
自
治
体
の
後

援
を
受
け
て
聞
か
れ
る
乙
と
が
多
か
っ
た
が
、
今
年

は
新
潟
県
教
委
か
ら
断
ら
れ
た
。
「
会
長
や
事
務
局

長
に
責
任
あ
る
立
場
の
人
が
い
な
い
」
「
教
委
の
方

針
に
反
す
る
考
え
方
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
っ
た
0

.
埼
玉
県
教
委
で
家
庭
科
共
修
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
が
、
保
護
者
の
多
く
が
共
修
に
賛

成
だ
っ
た
。

(
8
ペ
ー
ジ
参
照
)

-
東
京
都
議
会
厚
生
文
教
委
員
会
で
三
井
マ
リ
子
議

員
が
家
庭
科
共
修
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
東
京
都

行
動
計
画
で
は
共
修
が
は
っ
き
り
う
た
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
に
は
何
も
す
す
ん
で
い

な
い
し
、
行
政
側
の
一
人
一
人
が
男
女
平
等
に
つ
い

て
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
乙
と
が
わ
か
っ
た
。
(
や

り
と
り
の
一
部
は

8
1
9
ペ
ー
ジ
に
)

-
都
の
指
導
主
事
か
ら
文
部
省
へ
と
い
う
道
が
で
き

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
、
乙
れ
は
問
題
だ
0

・
各
自
治
体
と
も
婦
人
問
題
を
担
当
し
て
い
る
と
乙

ろ
は
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
門
で

は
男
女
平
等
に
つ
い
て
全
然
わ
か
っ
て
い
な
い
。

A
V
民
間
行
動
計
画
に
つ
い
て

今
つ
く
り
つ
つ
あ
る
民
間
行
動
計
画
に
「
私
立
校

に
も
積
極
的
に
共
学
に
す
る
よ
う
に
求
め
る
」
と
い

う
項
目
を
入
れ
る
乙
と
を
提
案
し
た
と
乙
ろ
、
賛
成

で
な
い
団
体
も
あ
っ
て
、
「
別
学
校
で
も
役
割
分
担

意
識
を
な
く
す
よ
う
に
」
と
い
う
意
味
の
乙
と
を
入

れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
む
ず
か
し
い
も
の
だ
、

で
も
共
学
は
す
す
め
な
け
れ
ば
、
と
話
し
合
い
ま
し

た。

(
ま
と
め

梶
谷

典
子
)

翌年度繰越金

1，151，516 -983， 914 = 167，602 洋子i馬場[~15' .空空

〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
会
計
〉

繰り越し金 売り上げ 利 ，息 メEコ弘、 計

家庭科，なぜ女だけ/ 287， 808 28. 900 5，891 322， 599 

家庭科，男子lとも/ 22. 348 6. 000 521 28， 869 

技術・家庭科の男女手学を 27， 331 900 1， 005 29， 236 
どうすめるか

こうしてひらいた共修への道 19，200 25， 500 492 45， 192 

一ー家庭一般を中心に一一

すすむ男女共術修 16.200 8.400 445 25， 045 

一一いま技 ・家庭科で一一

家庭科なぜ共共修? 152. 824 81， 850 3， 764 238， 438 

どんな修?

家庭一般の男女共修を 129.020 900 4， 497 134， 417 
どうすすめるか

654， 731 152.450 16， 615 823. 796 

4 
5 
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韮
山
高
校
の

入

学

差

別

に

抗

議

静
岡
県
の
韮
山
高
校
の
理
数
科
で
、
女
子
が
ふ
え

る
と
家
庭
科
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い

う
理
由
で
女
子
に
対
す
る
入
学
差
別
が
行
わ
れ
た
と

い
う
新
聞
記
事
が
出
た
あ
と
、
い
く
つ
も
の
団
体
が

抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
，
会
4

で
も
、
三
月
末

に
韮
山
高
校
長
あ
て
に
申
し
入
れ
書
を
、
静
岡
県
教

委
教
育
長
あ
て
に
要
望
書
を
送
り
ま
し
た
。

四
月
十
三
日
に
は

N
H
K
の
お
は
よ
う
ジ
ャ
ー
ナ

ル
で
乙
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
会
員
の
坂
本
な

な
え
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

送

付

し

た

抗

議

文

H
、
平
川
忠
義
校
長
に
対
す
る
申
し
入
れ
書
(
要

旨

国

)

昨
年
末
の
教
課
審
答
申
は
、
小
・
中
・
高
の
「
家

庭
」
「
技
術
・
家
庭
」
の
男
女
共
通
必
修
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
に
背
を
む
け
、
貴
校
で
は
理

数
科
の
選
抜
に
際
し
て
、
事
前
審
査
の
際
、
女
子
の

志
願
者
に
対
し
て
差
別
的
な
制
限
を
行
っ
た
乙
と
を

知
り
、
わ
た
し
た
ち
は
大
き
な
驚
き
と
憤
り
を
感
じ

全
員
が
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を
研
修
さ
れ
る
乙

と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

一
九
八
八
、
二
寸
三

O

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会

以
上
の
文
書
は
、
各
新
聞
社
へ
も
同
時
に
送
付
し

ま
し
た
。
(
文
責
は
和
田
典
子
)

N
H
K
「
お
は
よ
う
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

|
女
子
だ
け
は
狭
き
門
?

静
岡
高
校
入
試
を
め
ぐ
っ
て
|

に
出
て
坂
本
な
な
え

「
男
子
が
乙
れ
か
ら
伸
び
る
と
い
う
と
と
は
、
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
」

「
女
子
は
伸
び
な
い
で
し
ょ
、
高
校
に
入
る
と
。
」

入
試
差
別
が
明
ら
か
に
な
っ
た
静
岡
・
韮
山
高
校

の
合
格
発
表
会
場
で
、
女
子
生
徒
や
そ
の
母
親
が
口

々
に
言
う
。
だ
か
ら
入
試
で
ハ
ン
デ
ィ
を
つ
け
ら
れ

で
も
仕
方
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
o

，
女
子
が
増
え
る
と
家
庭
科
を
や
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
H

と
い
う
理
由
で
μ

極
め
て
少
数
M

に
抑
え

ら
れ
た
理
数
科
志
望
の
女
子
生
徒
た
ち
。
女
子
の
み

必
修
と
い
う
差
別
に
加
え
、
そ
れ
を
理
由
に
入
学
の

門
戸
を
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

画
面
は
次
々
と
事
態
を
え
ぐ
っ
て
い
く
。

て
お
り
ま
す
。
し
か
も
そ
の
理
由
に
「
家
庭
科
の
設

置
」
「
理
数
科
独
特
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
崩
れ
」
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
き
き
、
受
験
過
熱
に
偏
向
し
た

脅
教
育
観
と
、
時
代
に
逆
行
し
た
女
子
差
別
の
根
深
さ

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

国
会
は
一
九
八
六
年
六
月
「
女
子
差
別
撤
廃
条

約
」
を
批
准
し
、
男
女
平
等
を
国
政
の
基
本
に
す
え
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
が
共
同
参
加
す
る
乙
と
を
国

際
的
に
公
約
し
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の
克
服

を
教
育
の
重
点
目
標
に
か
か
げ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
理
数
科
へ
の
入
学
や
大
学
進
学
は
む
し

ろ
女
性
に
、
家
庭
に
関
す
る
教
育
は
む
し
ろ
男
性
に
、

機
会
・
門
戸
を
拡
大
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
貴
校
の
方

針
は
そ
れ
に
反
す
る
も
の
で
す
。

一
九
七
五
年
か
ら
と
り
く
ま
れ
た
国
際
婦
人
年
の

「
平
等
・
開
発
・
平
和
」
の
運
動
は
、
地
球
上
の
婦

人
た
ち
の
共
通
し
た
ね
が
い
で
あ
り
、
歴
史
的
な
命

題
で
す
。

教
育
の
現
場
に
あ
る
貴
校
な
ら
び
に
全
国
の
教
師
、

次
代
に
生
き
る
青
年
た
ち
を
育
て
る
立
場
に
い
る
者

は
、
乙
の
歴
史
的
な
使
命
を
果
す
期
待
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
貴
校
の
選
抜
K
お
け
る

男
女
差
別
化
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
今
後
再
び

こ
う
し
た
乙
と
が
起
ら
ぬ
よ
う
、
ま
た
男
女
平
等
の

実
現
に
む
け
て
教
育
方
針
が
見
直
さ
れ
る
と
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

韮
山
高
校
の
女
子
制
限
は
、
近
く
の
進
学
校
に
理

数
科
が
設
置
さ
れ
た
翌
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
乙
と
。

す
な
わ
ち
入
試
競
争
へ
の
危
機
感
か
ら
生
じ
た
乙
と
。

事
前
選
抜
・
男
女
差
別
は
県
内
8
校
の
理
数
科
す

べ
て
で
行
な
わ
れ
て
い
た
乙
と
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
男
女
別
の
定
員
は
な
い
は

ず
の
普
通
高
校
で
、
女
子
を
制
限
す
る
た
め
の
「
ウ

ラ
定
員
」
が
公
然
と
実
施
さ
れ
て
い
る
乙
と
。
例
え

ば
定
員
約
四
百
人
の
静
岡
高
校
に
は
、
男
3
、
女
ー

と
い
う
ワ
ク
が
高
校
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
中
学
の
教
師
は
ワ
ク
に
合
わ
せ
た
合
格
ラ
イ

ン
を
算
出
し
、
男
女
生
徒
に
，
進
路
指
導
u

す
る
/

数
字
K
明
ら
か
な
乙
の
男
女
差
別
を
生
徒
に
納
得

さ
せ
る
に
は
、
「
女
子
は
伸
び
な
い
か
ら
」
と
教
え
乙

む
し
か
あ
る
ま
い
。
中
高
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ

た
差
別
入
試
の
シ
ス
テ
ム
に
傑
然
と
す
る
。

そ
し
て
乙
れ
は
静
岡
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
画

面
は
甲
子
園
行
き
た
さ
に
的
人
の
女
子
を
門
前
払
い

に
し
た
秋
田
の
例
、
さ
ら
に
公
然
と
男
女
別
定
員
ワ

ク
を
温
存
さ
せ
て
い
る
東
京
へ
と
飛
ぶ
。
旧
男
子
校

K
今
も
残
る
3
対
l
の
男
子
偏
重
。
静
岡
と
同
じ
だ
。

全
国
を
お
お
う
入
試
差
別
。
韮
山
高
は
顕
著
な
一

例
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
そ
乙
で
、
男
女
差
別
と
進
学

競
争
が
家
庭
科
の
排
除
と
い
う
事
実
で
表
れ
た
の
は

な
ん
と
も
象
徴
的
だ
。

つ
く
づ
く
や
り
き
れ
な
い
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
、

口
静
岡
県
教
育
委
員
会
芝
健
教
育
長
に
あ
て
た

要
望
書
(
要
旨
)

ま
え
が
き
(
略
)

こ
う
し
た
国
の
内
外
の
動
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
立
韮
山
高
校
で
は
、
理
数
科
の
入
学
選
択
に
際
し

て
、
女
子
の
志
願
者
に
対
し
差
別
的
な
制
限
を
行
う

と
い
う
憲
法
理
念
に
反
す
る
取
扱
い
を
行
い
、
貴
会

も
そ
れ
を
許
容
し
た
乙
と
は
、
国
際
信
義
を
ふ
み
に

じ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
政
府
、
国
会
の
方
針
に

も
反
す
る
も
の
で
す
。

固
室
的
な
役
割
分
担
に
乙
だ
わ
ら
ず
、
理
数
科
を

志
望
し
た
女
子
の
積
極
的
な
意
向
に
乙
た
え
、
教
育

機
会
を
優
先
的
に
保
障
し
て
こ
そ
、
世
界
な
ら
び
に

国
内
行
動
計
画
に
そ
い
、
女
子
の
能
力
開
発
を
す
す

め
る
対
応
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
静
岡
県
下
の
他
の
理
数
科
も
ふ
く

め
て
、
再
び
乙
う
し
た
不
詳
事
が
発
生
す
る
乙
と
の

な
い
よ
う
貴
委
員
会
の
行
政
指
導
の
改
善
を
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

人
口
の
%
を
占
め
る
女
性
の
潜
在
能
力
を
開
発
す

る
乙
と
は
世
界
平
和
へ
の
途
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女
平
等
が
貫
ぬ
か
れ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

差
別
撤
廃
は
地
球
規
模
で
の
人
類
史
的
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
っ
て
教
育
行
政
を
推
進
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
求
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
関
係
者
の

そ
の
根
の
深
さ
を
多
く
の
証
言
や
事
実
で
突
き
つ
け
、

「
共
学
と
は
伺
か
」
ま
で
問
い
か
け
て
い
っ
た
静
岡

放
送
局
秋
山
記
者
の
取
材
姿
勢
、
「
お
は
よ
う
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
の
報
道
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
教
師
の

自
に
触
れ
な
い
時
間
帯
な
の
が
惜
し
く
て
な
ら
な
い
。

都
立
高
校
の
募
集
定
員
を

男
女
平
等
に

教
育
上
の
男
女
平
等
を
求
め
る
運
動
が
ま
た
ひ
と

つ
生
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
都
立
高
校
の
定
員
は
男
女
別
枠
に
な
っ
て
い

ま
す
。
男
女
同
数
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
も
と

男
子
校
の
い
わ
ゆ
る
名
門
校
で
は
男
女
の
定
員
差
が

大
き
く
、
六
十
三
年
度
の
募
集
枠
は
全
日
制
普
通
科

全
体
で
男
子
は
三
万
一
千
四
百
三
十
四
人
、
女
子
は

二
万
八
千
五
百
八
十
二
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
女
子

は
男
子
よ
り
二
千
八
百
五
十
二
人
少
い
の
で
す
。
乙

の
乙
と
は
以
前
か
ら
男
女
差
別
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
入
学
定
員
の
男
女
平
等
化
を
求
め
よ
う

と
い
う
新
し
い
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
都
議
会
の
三
井
マ
リ
子
議
員
(
社
)
や
、
区
立
中

や
先
生
た
ち
で
、
名
前
は
「
東
京
都
の
男
女
平
等
教

育
を
実
現
す
る
連
格
会
」
。
五
月
二
十
日
に
ス
タ
ー

ト

し

ま

し

た

。

(

梶

谷

典

子

)
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多
く

男 の
子保

i に護

埼玉 も者は

県一家
の庭
調科
査を
j 」

埼
玉
県
の
教
育
課
程
改
善
委
員
会
「
高
等
学
校
家

庭
科
の
男
子
履
修
」
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
部
会
か

ら
、
乙
の
三
月
、
第
三
次
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
高
等
学
校
家
庭
科
の
男
子
履
修
に

つ
い
て
、
昭
和
印
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
、
第
一
年
度

は
、
家
庭
科
の
学
習
内
容
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
を

主
題
と
し
て
調
査
、
第
二
年
度
は
、
公
立
高
校
の
家

庭
科
担
当
教
員
全
員
に
対
し
て
意
見
を
聞
き
、
今
回

は
、
高
校
第
一
学
年
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
家

庭
科
を
履
修
す
る
ね
ら
い
、
学
習
内
容
、
学
習
形
態

等
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
同
校
別
名
の
保
護
者
対
象
で
、
回
答
率
制
%
、

そ
の
内
印
%
が
母
親
、
加
%
が
父
親
で
し
た
。

男
子
生
徒
が
、
家
庭
科
を
学
習
す
る
ね
ら
い
に
つ

い
て
、
「
家
族
が
協
力
し
合
う
家
庭
生
活
の
あ
り
方

を
学
ぶ
」
が
何
Mm
と
高
い
数
字
を
示
し
、
「
家
庭
生

活
に
必
要
な
基
礎
・
基
本
を
体
得
す
る
と
と
が
、
重

要
で
あ
る
」
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
で
は
、
「
衣
生
活
」
「
食
生
活
」
「
住
生

活
」
「
家
庭
生
活
と
家
族
」
「
保
育
」
「
そ
の
他
の
分

ど
う
い
う
乙
と
で
す
か
。

O
小
川
指
導
部
長
家
庭
と
い
う
も
の
の
経
営
と
い

い
ま
す
か
、
家
庭
を
構
成
し
て
い
く
具
体
的
な
中
身

と
し
て
と
ら
え
ま
す
と
、
ま
ず
家
庭
生
活
そ
の
も
の

が
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
の
中
に
は
当
然
衣
生
活
、
食

生
活
、
住
生
活
、
そ
し
て
保
育
等
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

が
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
身

に
つ
い
て
男
女
が
そ
の
特
性
を

E
い
に
認
め
会
い
、

協
力
し
合
っ
て
形
成
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
乙
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
乙
と
か
ら
、
家
庭
と
い
う
学
科

を
学
ぶ
乙
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(
三
月
二
十
二
日
の
委
員
会
速
記
録
か
ら
)

指
導
部
長
の
答
は
あ
ん
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
印
象
的
な
の
は
「
男
女
の
特
性
」
と
い
う

乙
と
ば
。
乙
の
前
後
に
も
く
り
返
し
て
使
っ
て
い
て

「
男
女
の
役
割
の
変
更
」
な
ど
念
頭
に
な
い
よ
う
で

す
。
乙
れ
か
ら
追
及
し
な
け
れ
ば
。
(
梶
谷

典
子
)

.『.z司a=.= • 

校

家長

庭協

部会
dZb玄h 

報

よ
り

一一ーー

臼
年
度
総
会
及
び
研
究
協
議
会
(
日
月
6
・
7
日
)

で
の
文
部
省
関
係
者
や
参
加
校
長
の
発
言
か
ら
何
点

野
」
に
つ
い
て
調
査
し
、
「
食
生
活
」
「
家
庭
生
活
と

家
族
」
「
保
育
」
に
お
い
て
、
健
康
管
理
と
食
生
活
、

毎
家
庭
生
活
の
意
義
と
家
族
関
係
、
両
親
の
役
割
と
責

任
等
、
卯
Mm
近
く
大
切
で
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

全
般
的
に
、
多
く
の
保
護
者
が
、
家
庭
科
の
必
要
性

を
認
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
男
子
の
家
庭
科
履
修
に
対

す
る
保
護
者
、
関
係
行
政
機
関
等
の
理
解
を
求
め
、

家
庭
科
担
当
教
員
の
増
員
と
研
修
の
充
実
、
施
設
、

設
備
、
備
品
充
実
の
た
め
の
予
算
措
置
を
早
急
に
検

討
す
べ
き
だ
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。

乙
の
報
告
を
読
み
、
保
護
者
の
多
く
は
、
人
間
と

し
て
の
自
立
し
た
生
き
方
、
家
庭
生
活
の
あ
り
方
を

学
ば
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
男
子
に
も
履
修
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
乙

れ
か
ら
は
、
内
容
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、
私
た
が

が
願
う
家
庭
科
共
修
ま
で
ま
だ
ま
だ
道
は
近
く
は
な

い
よ
う
で
す
が
、
実
現
さ
れ
る
ま
で
運
動
を
続
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
(
羽
賀
紀
子
)

生

活

科

の

内

容

ー
「
内
外
教
育
」
か
ら

1

四
月
十
二
日
文
部
省
は
、
一
九
九

O
年
四
月
か
ら

理
科
、
社
会
に
代
わ
っ
て
小
学
校
一
・
二
年
に
新
設

か
の
報
告
を
し
ま
す
。

山
「
生
活
技
術
」
に
関
し
て

内
容
の
電
気
は
、
中
学
の
技
術
・
家
庭
科
の
上
に

乗
る
も
の
で
は
な
い
。
家
庭
電
気
に
か
か
わ
る
電
子

機
器
の
扱
い
、
選
び
方
で
あ
る
。
又
情
報
処
理
、
園

芸
、
電
気
の
内
容
が
入
る
乙
と
か
ら
、
免
許
法
改
正

が
か
ら
ん
で
く
る
。
(
津
止
教
科
調
査
官
)

間
情
報
処
理
教
育
に
関
し
て

「
生
活
技
術
」
の
内
容
の
情
報
処
理
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
教
具
と
し
て
情
報
を
処
理
す
る
と
い
う

乙
と
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
指
導
が
困
難
な
場
合
は

外
部
講
師
で
対
応
し
て
も
よ
い
。

情
報
処
理
教
育
に
関
す
る
研
修
制
度
が
予
算
化
さ

れ
、
商
業
、
工
業
、
水
産
、
農
業
、
家
庭
・
看
護
の

教
員
を
対
称
と
し
、
回
年
度
か
ら
各
都
道
府
県
代
表

が
中
央
研
究
を
う
け
、
各
地
で
普
及
す
る
形
を
と
る
。

又
施
設
に
関
し
て
も
位
年
度
加
億
、
臼
年
度
初
億
が

財
務
課
の
予
算
に
、
職
業
教
育
課
で
は
五
ヶ
年
計
画

の
第
一
次
と
し
て
臼
年
度
7
億
が
予
算
措
置
さ
れ
て

い
る
。
文
回
年
夏
に
は
、
日
本
電
気
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
講
習
を
文
部
省
の
実
技
講
習
と
し
て
行
っ
た
。

臼
年
度
も
実
施
の
予
定
。
(
津
止
教
科
調
査
官
)

間
「
生
活
一
般
」
の
2
単
位
分
の
代
替
に
つ
い
て

文
部
省
と
し
て
は
、
体
験
や
実
践
を
通
し
て
生
活

の
能
力
を
育
て
る
教
科
は
家
庭
科
以
外
に
な
い
と
自

負
し
、
そ
の
た
め
に
は
4
単
位
を
と
考
え
て
い
る
が
、

す
る
「
生
活
科
」
の
具
体
的
指
導
法
の
参
考
例
を
ま

と
め
て
研
究
推
進
校
五
十
一
校
に
示
し
た
。

第
一
学
年

①
学
校
め
ぐ
り
を
し
よ
う
②
公
園
へ
行
乙
う
@

生
き
物
を
育
て
よ
う
④
秋
を
探
そ
う
⑤
家
族
を

紹
介
し
よ
う
⑥
遊
ぶ
も
の
を
作
ろ
う
⑦
も
う
す

ぐ
二
年
生

第
二
学
年

①
わ
た
し
の
町
を
調
べ
よ
う
②
生
き
物
を
育
て
よ

う
@
雨
の
日
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
④
植
物
を
育

て
よ
う
@
お
も
ち
ゃ
大
会
を
し
よ
う
⑦
子
供
郵

便
局
を
開
乙
う
⑧
冬
の
暮
ら
し
を
調
べ
よ
う
⑨

わ
た
し
の
記
録
を
作
ろ
う

そ
れ
ぞ
れ
乙
の
活
動
例
に
そ
っ
て
、
乙
の
活
動
で

育
て
た
い
と
と
、
考
え
ら
れ
る
具
体
的
活
動
例
、
活

動
展
聞
に
お
い
て
留
意
し
た
い
乙
と
、
が
記
さ
れ
て

い
る
。
学
習
指
導
要
領
の
素
案
と
も
い
え
る
も
の
で

あ
る
が
、
乙
乙
で
は
、
小
学
校
家
庭
と
の
関
連
が
深

い

と

考

え

ら

れ

る

。

(

大

西

歩

)

お
役
人
は
や
っ
ぱ
り

特
性
論
者
?

j
東
京
都
議
会

厚
生
文
教
委
員
会
か
ら

i

O
三
井
委
員

家
庭
科
の
科
目
を
共
修
に
す
る
と
は

男
子
に
は
急
K
4
単
位
は
無
理
と
い
う
議
論
の
中
か

ら
前
半
、
後
半
2
単
位
の
「
生
活
一
般
」
が
生
ま
れ

た
。
代
替
に
閣
す
る
な
お
書
き
に
「
当
分
の
間
」
と

さ
れ
た
乙
と
は
、
後
半
2
単
位
を
設
け
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
又
代
替
科
目
は
普
通
科

の
男
子
は
「
体
育
」
、
男
子
だ
け
の
工
業
科
、
農
業

科
は
、
各
々
「
工
業
基
礎
」
、
「
農
業
基
礎
」
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
(
高
部
視
学
官
)

凶
施
設
・
設
備
、
教
員
の
研
修
に
つ
い
て

省
内
関
係
官
と
し
て
大
い
に
努
力
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。
本
当
の
意
味
で
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
に
は
、
施
設
・
設
備
の
問
題
も
人
的
な
問
題
も

解
決
し
、
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

男
子
だ
け
の
学
校
に
も
、
調
理
室
と
生
活
技
術
室
の

二
つ
位
は
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
(
高
部

視
学
官
)

悶
校
長
に
よ
る
各
地
の
状
況

〈
石
川
〉
印
年
度
実
施
に
む
け
、
県
高
長
会
で
は

「
家
庭
科
教
育
推
進
委
員
会
(
準
備
委
員
会
)
を
設

置。
〈
愛
知
〉
条
件
整
備
に
関
連
し
て
、
情
報
処
理
技

術
を
も
っ
て
い
る
人
を
採
用
し
た
い
。
愛
知
の
大
学

に
は
、
男
子
が
家
庭
科
の
免
許
を
と
れ
る
科
が
あ
る
。

電
気
、
機
械
等
を
考
え
る
と
男
子
の
家
庭
科
教
員
が

必

要

。

(

芦

谷

薫

)
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国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の

決
議
を
実
施
す
る
た
め
の

連

絡

A 
z. 

幸良

t:I::. 
Eコ和

田

典
子

4
月
初
日
、
年
次
総
会
に
あ
た
る
全
体
会
が
も
た

れ
、
以
下
の
報
告
と
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
九
八
七
年
度
会
計
報
告

担
当
の
藤
田
貴
子
さ
ん

(
W
I
L
)
か
ら
報
告
が

あ
り
、
乙
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

2. 

年
間
学
留
計
画
に
つ
い
て

現
在
、
小
委
員
会
に
わ
か
れ
て
作
成
中
の
「
民
間

行
動
計
画
」
の
作
業
を
す
す
め
る
過
程
で
、
連
絡
会

と
し
て
の
意
志
統
一
を
は
か
る
上
で
、
学
習
会
を
ひ

ら
く
乙
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
(
以
高
令
化
社

会
と
女
性
、
売
買
春
、
ア
パ
ル
卜
へ
イ
ト
、
開
発
問

題
、
女
性
学
の
動
向
、
派
遣
労
働
な
ど
)

乙
れ
ら
総
て
を
取
上
げ
る
乙
と
は
日
程
上
無
理
な

の
で
、
当
面
し
て
い
る
売
買
春
問
題
、
開
発
問
題
か

ら
始
め
、
各
分
野
か
ら
の
学
習
提
案
が
そ
ろ
っ
た
段

階
で
検
討
し
、
順
次
実
施
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

3. 

日
本
大
会
記
録
の
編
集
、
発
行
に
つ
い
て

ろ

ろ

な

集

A 
z. 

-R第
n回
家
庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
夏
季
研
究
集
会

い
よ
い
よ
秋
に
は
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
ま

す
。
今
大
会
で
は
臨
教
審
路
線
を
め
ぐ
る
情
勢
を
明

ら
か
に
し
て
、
国
が
何
を
意
図
し
て
、
ど
う
い
う
教

育
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
我
々
の

め
ざ
す
家
庭
科
教
育
に
つ
い
て
実
践
を
だ
し
て
話
し

あ
い
ま
す
。

と
会
」

「
3
7
・8
・9
1
J

F
i
E
F
ワ
ム
.
q
L
.
q
L
E
L

会
場

新
潟
駅
前
徒
歩
叩
分
位

ミ
ナ
ミ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

-ア

l
マ
い
よ
い
よ
家
庭
科
の
男
女
共
学
必
修

|
|
教
育
課
程
審
議
会
答
申
の
検
討
|
|

記
念
講
演
「
臨
教
審
・
教
課
審
答
申
と
日
本
の

教
育
」
東
京
大
学
堀
尾
輝
久

参

加

費

五

O
O
O円
(
学
生
三

O
O
O円
)

詳
細
は
事
務
局

l
O四
八
八
・
三
二
・
七
三
三
三

-R第制
回
日
本
母
親
大
会

・
7
月
初
日
H
分
科
会
岩
手
大
学
ほ
か

-
7
月
別
日
H
全
体
会
岩
手
産
業
文
化
会
館

.
，
会
d

で
は
「
男
女
平
等
教
育
・
家
庭
科
共
修
の

も
ん
だ
い
」
の
分
科
会
を
担
当
し
ま
す
。

(
内
容
)
一
九
七
五
年
国
際
婦
人
年
以
来
の
三
つ

の
日
本
大
会
を
は
じ
め
、
各
種
集
会
、
申
し
入
れ
な

ど
を
集
録
し
、
資
料
的
価
値
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。

(
規
格
な
ど
)
A
5
版
・
四

O
O頁
、
二

0
0
0

部
、
単
価
二

O
O
O円
、
十
一
月
上
旬
発
行

(
編
集
・
製
作
)
編
集
は
連
絡
会
で
す
す
め
ま
す

が
、
製
作
は
市
川
記
念
会
に
依
託
し
ま
す
。

民
間
行
動
計
画
案
|
|
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
分
野
の
討
議

和
田
典
子
の
提
案
を
検
討
し
、
意
見
を
加
え
て
乙

の
分
野
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
(
教
課
審

の
答
申
を
ふ
ま
え
て
、
多
様
化
、
情
報
化
、
国
際
化

や
道
徳
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
補
足
し

ま
し
た
)

4. 5. 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
に
つ
い
て
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
労
働
省
婦
人
局
の
岩
田
喜
美
枚
担
当
官
よ
り
、
昨

年
叩
月
に
出
さ
れ
た
P

今
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
'
の
報
告
書
に
基
い
た
説

明
を
き
き
ま
し
た
。
報
告
の
な
か
で
パ

1
卜
は
「
基

幹
労
働
力
の
一
つ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
新
た
な
法

制
定
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、
五
月
に
は
そ
の
た
め
の

専
門
家
会
議
も
発
足
し
ま
す
。
連
絡
会
と
し
て
は
検

討
の
上
、
必
要
な
申
し
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

の

お

し

せ

り

-R仇夏
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
今
年
は
大
阪
で
す

大
阪
の
北
、
緑
濃
い
能
勢
の
郷
で
「
ゆ
た
か
さ
を

紡
ぐ
H
l
人
が
人
と
向
き
あ
う
と
乙
ろ
で

l
」
を
テ

ー
マ

k
mの
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聞
き
ま
す
。

八
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
。
宮
迫
千
鶴
さ
ん
の
講

演
、
教
育
を
め
ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
，
八
つ
の

分
科
会
、
さ
を
り
織
り
や
附
夏
祭
り
、
原
発
の
映
画

な
ど
多
彩
な
内
容
で
す
。
お
子
さ
ん
連
れ
で
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
。
お
問
い
あ
わ
せ
は
、
ウ
イ
書
房
一

(
0
3
・
3

2
6
・
1
3
8
0
)
ま
で
。
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

-R日教
組
自
主
編
成
講
座
，
家
庭
科
部
会
4

教
師
の
力
量
を
高
め
る
た
め
の
自
主
編
成
研
究
講

座
が
左
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
す
。
分
科
会
は
家
庭
科

の
ほ
か
、
社
会
、
国
語
の
三
教
科
と
青
年
講
座
の
四

つ
で
す
。

8
月
白
日
は
時
か
ら
幻
日
正
午
ま
で

と
乙
ろ
馨
科
温
泉
ジ
ャ
パ
ン
ピ
ラ
ク
ラ
ブ

全
体
会
と
小
・
中
・
高
別
小
分
科
会
で
報
告
と
討

ム
」
斗
さ

議
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
教
課
審
答
申
批
判
と
わ
た
し
た
ち
の
課
題
、
自

主
編
成
を
ど
う
す
す
め
る
か
、
な
ど
が
テ
l
マ
で
す
。

「
開
発
と
女
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

ヒ
ア
リ
ン
グ

6. 国
連
工
業
開
発
機
構

(
U
N
I
D
O
、
ウ
ィ
ー
ン
)

の
藤
野
あ
ゆ
み
氏
よ
り
、
標
記
に
つ
い
て
の
話
を
き

き
ま
し
た
。
工
業
開
発
を
?
っ
じ
て
、
男
女
が
平
等

に
利
益
を
受
け
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
と
の
点
か
ら

と
か
く
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
見
落
さ
れ
勝
ち
な

草
の
根
の
女
性
た
ち
へ
の
援
助
を
重
視
し
た
と
り
く

み
を
し
て
い
る
と
の
報
告
で
し
た
。

7. 

そ
の
他

①
四
月
か
ら
新
し
く
総
理
府
婦
人
問
題
担
当
室
長

に
な
ら
れ
た
藤
井
紀
代
子
参
事
官
か
ら
着
任
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

②
五
月
末
、
西
独
よ
り
婦
人
議
員
を
中
心
と
し
た

国
会
議
員
団
が
来
日
、
青
少
年
、
家
庭
、
福
祉
、
保

健
婦
人
問
題
な
ど
の
視
察
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
連
絡
会
と
し
て
交
流
す
る
乙
と
を
検
討
し
て
い
ま

す。
@
婦
人
問
題
に
関
す
る
意
見
文

l
i
西
暦
二

O
O

O
年
に
向
け
て
の
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
|
|
募
集

婦
人
問
題
企
画
推
進
本
部
及
び
都
道
府
県
・
指
定

都
市
の
主
催
に
よ
る
意
見
文
募
集
が
実
施
中
で
す
。

メ
ッ
セ
l
ゾ
の
対
象
は
自
由
、
字
数
は
一

0
0
0

字
程
度
、
期
間
は
昭
和
臼
年
5
月
1
白
か
ら
6
月
初

日
ま
で
。
間
合
わ
せ
は
主
催
者
ま
で

-R女性
民
教
審
の
集
会

0
9
月
お
日
(
金
)
秋
分
の
日

。
場
所
H
主
婦
会
館

P

臨
教
審
答
申
か
ら
1
年
、
今
、
教
育

。
テ
ー
マ
は
?
8

0

内

容

一

部

H

子
ど
も
た
ち
は
救
わ
れ
た
か
?
'

民
教
審
メ
ン
バ
ー
や
、
親
た
ち
、
先
生
た
ち

が
、
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
つ
い
て
交
々
語

る
交
流
会
。

二
部
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

，
臨
教
審
と
親
た
ち
'

俵
旗
子
、
永
畑
道
子
、
半
田
た
つ
子
ほ
か

ゲ
ス
ト
2
名
、
司
会
樋
口
恵
子

(
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
の
女
性
民
教
審
へ
手
紙

か
電
話
で
)。

。
春
号
に
ど
報
告
し
た
女
性
民
教
審
の
教
課
審
答
申

批
判
集
会
の
記
録
が
パ
ン
フ
に
な
り
ま
し
た
。
家

庭
科
に
つ
い
て
も
、
半
田
た
つ
子
さ
ん
が
パ
ッ
チ

リ
批
判
し
て
い
ま
す
。

，
な
ぜ
社
会
科
を
な
く
す
の
'

定
価
制
円
、
送
料
1
冊
仰
円

印
冊
以
上
は
二
割
引
。
送
料
無
料
。

申
込
み
は
、
中
野
弥
生
町
4
の
あ
の
ー

俵
筋
子
方
女
性
に
よ
る
民
間
教
育
審
議
会
宛

。E
E

C

O

に
、
葉
書
で
ど
う
ぞ
。
電
話
回
l
紘

i
m

10 
11 
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世

話

人

A 
~ 

報

とヒ
~ 

〈
三
月
二
十
七
日
〉

連
絡
会
、
母
親
大
会
に
つ
い
て
の
報
告
の
あ
と
、

次
の
乙
と
を
検
討
、
決
定
し
ま
し
た
0

0
都
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
き
き
出
す
た
め
、
三
井

マ
リ
子
議
員
(
社
)
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
場
を
つ
く
っ

て
も
ら
う
と
と
。
(
日
ぺ

l
ジ
参
然
)

。
総
会
に
つ
い
て

明
年
度
総
括
案
、
明
年
度
運
動
方
針
案
、
当
日
の
担

務
な
ど
0

0
韮
山
高
校
の
入
学
差
別
問
題
に
つ
い
て
。

韮
山
高
校
長
と
静
岡
県
教
委
教
育
長
あ
て
に
抗
議

の
文
書
を
送
る
ζ

と
。
よ
そ
の
地
域
や
学
校
で
も
同

じ
よ
う
な
例
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
国
会
等
で

も
問
題
に
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
。

(
6
1
7
ペ
ー
ジ
参
照
)

。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

体
裁
、
内
容
、
印
刷
部
数
な
ど
。
(
梶
谷

典
子
)

〈
4
月
叩
日
〉

総
会
の
あ
と
、
引
続
き
世
話
人
会
。
出
席
ロ
名

。
連
絡
・
報
告

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

世
話
人
は
二
・
二

O
集
会
の
あ
と
、
公
開
質
問
状
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
れ
て
動
い
て
い
ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
す

で
に
完
成
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
間
も
な
く
で
き
上
り

ま
す
。
公
開
質
問
状
グ
ル
ー
プ
は
文
部
省
あ
て
の
質

問
状
作
成
に
先
立
っ
て
、
東
京
都
や
国
会
に
働
き
か

け
て
い
ま
す
。

公
開
質
問
状
グ
ル
ー
プ

東
京
都
の
男
女
平
等
教
育
推
進
を

行
政
に
聞
く
会

主
催

5
月
間
白

井
マ
リ
子
(
東
京
都
議
)

今
回
は
家
庭
科
の
男
女
共
修
実
現
に
向
け
て
、
東

京
都
の
現
状
と
今
後
の
と
り
く
み
を
、
教
育
庁
関
係

者
か
ら
聞
く
乙
と
を
目
的
と
し
て
聞
か
れ
た
が
、
乙

の
種
の
問
答
に
付
き
も
の
の
す
れ
ち
が
い
が
、
ま
た

も
や
我
々
出
席
者
同
人
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
た
。

教
育
庁
側
出
席
者
は
次
の

3
人
。
宇
津
木
順
一
主

任
指
導
主
事
(
安
全
教
育
、
男
女
平
等
教
育
担
当
)
・

井
口
茂
主
任
指
導
主
事
(
高
校
教
育
指
導
課
勤
労
青

①

5
月
日
目
、
三
井
マ
リ
子
さ
ん
が
、
東
京
都
家

庭
科
指
導
主
事
に
今
後
の
都
の
家
庭
科
に
つ
い

て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
う
予
定
。
(
芦
谷
・
石
川
・

和
田
さ
ん
が
出
席
)

②
5
月
打
目
、
労
働
省
主
催
「
婦
人
週
間
判
周
年

記
念
全
国
大
会
が
日
比
谷
公
会
堂
で
聞
か
れ
る

(
叩
時

1
同
時
)
和
田
さ
ん
出
席
の
予
定
。

@
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
9

家
庭
科
は
共
修
に
な
ら
な
い
円
y

が
ま
も
な
く
で
き
上
が
る
(
一
万
枚
)
の
で
、

各
方
面
へ
の
配
布
計
画

。
討
議
④
半
田
さ
ん
よ
り
出
さ
れ
た
、
新
し
い
パ
ン
フ
の

案
を
め
ぐ
っ
て
、
内
容
の
検
討
と
執
筆
分
担
な

ど。

⑤
会
報
夏
号
の
内
容
と
執
筆
分
担
な
ど
。

(
駒
野

陽
子
)

〈
五
月
二
十
八
日
〉

世
話
人
会
で
は
、
当
分
の
問
、
運
動
を
三
つ
に
分

担
し
て
進
め
て
い
く
乙
と
に
な
っ
て
い
て
、
今
回
は

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
か
ら
。

A
、
行
政
に
聞
く
会
の
報
告

B
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成
。

c、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
原
稿
が
集
ま
り
、
編
集
作

業
中
。
乙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
多
勢
の
人
K

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
世
話
人
が
積
極

的
に
宣
伝
、
販
売
し
て
い
く
。
新
聞
社
等
マ
ス

-
高
橋
ヨ
シ
子
指
導
主
事
(
家
庭

少
年
教
育
担
当
)

科
担
当
)
。

ま
ず
庁
側
か
ら
の
説
明
で
、
都
は
婦
人
年
の
都
の

行
動
計
画
(
昭
臼
)
及
び
新
行
動
計
画
(
昭
回
)
に

添
っ
て
、
男
女
平
等
教
育
の
推
進
に
、
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
い
い
、
教
師
の
男
女
平
等
観
を
作

る
乙
と
が
ま
ず
第
一
で
あ
る
と
思
う
か
ら
、
家
庭
一

般
、
特
別
活
動
、
現
代
社
会
な
ど
の
教
科
の
教
師
用

資
料
を
作
成
し
配
布
す
る
な
ど
努
力
を
し
て
き
た
。

特
に
昭
日
に
は
家
庭
科
を
男
子
が
履
修
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
教
科
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
又
、
区
市

教
委
の
主
事
と
担
当
者
に
よ
る
推
進
委
員
会
を
中
心

花
、
講
演
会
や
分
科
会
な
ど
の
活
動
を
し
、
会
の
充

実
を
図
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
件
に
つ
い
て
細

か
い
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
高
橋
氏
に
よ
る
新
家
庭

科
の
指
導
・
実
施
に
つ
い
て
の
説
明
と
な
っ
た
が
、

高
校
に
つ
い
て
は
昭
悦
・

4
K
文
部
省
が
学
習
指
導

要
領
の
告
示
を
し
て
か
ら
の
対
応
で
あ
り
、
今
は
何

も
云
え
な
い
し
、
中
学
に
つ
い
て
は
担
当
外
で
あ
る

と
の
乙
と
。

聞
く
会
側
か
ら
は
、
資
料
集
が
各
校
に
二
・
三
部

づ
っ
配
布
さ
れ
て
い
る
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
と

は
思
わ
れ
な
い
。
資
料
の
内
容
は
い
い
が
そ
れ
が
侵

透
し
て
い
な
い
。
活
用
方
法
は
な
い
の
か
。
文
、
推

進
委
員
会
で
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
資
料
活
用

の
事
例
研
究
な
ど
し
て
い
る
の
か
、
成
果
は
ど
う
な

コ
ミ
に
も
宣
伝
す
る
。

次
に
、
他
国
体
と
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
か
ど
う
か
の
話
し
合
い
。
何
を
誰
に
訴
え
る
会

に
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
意
見
が
出
て
、

今
、
一
番
期
待
さ
れ
て
い
る
家
庭
科
の
先
生
方
の
意

気
を
高
め
る
よ
う
な
内
容
に
し
た
い
と
か
、
先
生
以

外
の
人
た
ち
に
、
私
た
ち
の
運
動
を
知
ら
せ
る
た
め

に
め
だ
っ
乙
と
を
や
ろ
う
と
か
、
多
々
出
さ
れ
た
。

前
回
好
評
だ
っ
た
各
県
交
流
会
を
、
春
休
み
あ
た
り

に
持
つ
て
は
ど
う
か
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
が
、
次

回
も
検
討
す
る
乙
と
に
な
っ
た
。

(
磯
部

幸
江
)

グ
家
庭
科
は
共
修
に
な
ら
な
い

wy

リ
l
フ一

O
O
O枚
を
活
用

の

5
月
打
日
の
「
婦
人
週
間
制
周
年
記
念
会
国

会
議
」
(
労
働
者
主
催
)
が
日
比
谷
公
会
堂
を
満

席
に
し
て
聞
か
れ
「
会
」
か
ら
持
田
、
和
田
が

参
加
し
ま
し
た
。

出
来
た
ば
か
り
の
前
記
リ
l
フ
を
入
口
に
立

っ
て
約
一

0
0
0人
の
参
加
者
に
手
渡
し
、
午

後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
リ
ー
フ
の
内
容
に
つ

い
て
フ
ロ
ア
か
ら
訴
え
ま
し
た
が
、
か
な
り
の

手
応
え
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
(
和
田
典
子
)

と
の
質
問
を
し
た
。
乙
れ
に
対
し
て
、
努
力

は
し
て
い
る
、
乙
れ
は
認
め
て
欲
し
い
と
い
う
。

学
習
指
導
要
領
の
告
示
後
で
な
い
と
云
え
な
い
と

い
う
の
で
は
、
都
の
独
自
性
と
い
う
の
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
問
い
に
、
乙
れ
ま
で
も
独
自
性
は
重
視
し

て
き
た
、
昭
臼
年
に
は
男
女
で
学
ぶ
家
庭
一
般
を
研

究
員
が
ま
と
め
て
い
る
し
、
そ
の
あ
り
方
の
研
究
も

実
情
を
ふ
ま
え
て
し
て
い
る
、
と
い
う
。

昭
臼

1
伺
年
移
行
措
置
、
印
年
学
年
進
行
で
あ
る

が
、
教
員
数
の
確
保
の
年
次
計
画
、
予
算
措
置
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
対
し
、
担
当
が
ち

が
う
、
聞
い
て
い
な
い
と
の
乙
と
。

実
務
教
科
は
手
が
か
か
る
、
別
枠
で
講
師
を
と
る

乙
と
が
で
き
る
が
、
と
っ
て
い
く
つ
も
り
か
と
の
間

い
に
は
、
全
体
と
の
乙
と
が
あ
る
の
で
、
と
の
乙
と
。

都
に
お
け
る
中
学
の
選
択
、
技
・
家
と
か
か
わ
っ

て
履
修
の
し
か
た
が
多
様
化
し
て
い
る
が
高
校
で
は

ど
う
受
け
と
め
る
の
か
、
共
学
と
男
女
同
一
内
容
は

イ
コ
ー
ル
だ
が
都
の
方
針
を
き
き
た
い
等
に
つ
い
て

は
担
当
外
で
あ
る
か
ら
答
え
る
立
場
K
な
い
と
い
う
。

そ
れ
で
は
と
い
う
乙
と
で
、
お
伝
え
い
た
だ
き
た

く
、
要
望
を
出
し
た
が
、
特
に
次
の
点
を
強
調
。

家
庭
科
を
大
切
だ
と
い
っ
て
る
こ
と
と
施
設
が
な

い
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。
施
設
の
保
障
が
な
い
と

共
学
が
実
質
的
に
で
き
な
い
。
男
女
共
学
に
な
っ
た

と
き
の
物
理
的
状
況
を
ふ
ま
え
て
計
画
的
に
や
っ
て

の
か
、
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欲
し
い
。
施
設
関
係
へ
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

宇
津
木
主
任
も
井
口
主
任
も
、
教
師
の
男
女
平
等

観
が
推
進
さ
れ
な
い
と
家
庭
科
の
男
女
共
修
は
す
す

ま
な
い
と
い
う
が
、
教
師
の
平
等
観
が
ど
う
で
あ
れ
、

昭
印
年
か
ら
は
男
女
共
修
で
家
庭
科
が
始
ま
る
の
で

あ
る
。
研
究
や
資
料
作
り
も
結
構
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
他
の
部
署
の
担
当
者
と
も

連
絡
を
密
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
学
習
指
導
要
領

告
示
後
の
都
の
教
育
課
程
編
成
要
領
に
、
男
女
共
修

家
庭
科
の
現
場
経
験
も
あ
る
と
い
う
高
橋
主
事
の
手

腕

を

み

た

い

。

(

石

川

由

紀

)

も
う
す
ぐ
で
き
ま
す
新
パ
ン
フ

「
ス
タ
ー
ト
!

新
し
い
家
庭
科
」

運
動
を
始
め
て
十
五
年
、
之
さ
で
は
、
八
冊
目

の
パ
ン
フ
を
作
り
ま
す
。
教
課
審
の
答
申
に
「
今
回

か
ら
男
子
も
必
修
」
と
書
か
せ
、
中
学
校
は
五
年
先

高
校
は
六
年
先
か
ら
、
共
修
が
実
現
し
ま
す
。
運
動

の
成
果
で
す
。
と
は
い
え
、
家
庭
科
の
先
生
方
の
顔

も
冴
え
な
い
し
、
私
た
ち
も
も
う
一
つ
元
気
が
出
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
せ
っ
か
く
男
女
共
修
を
か
ち
と
っ

て
も
、
私
た
ち
が
願
っ
た
内
容
の
も
の
で
は
な
い
か

ら
で
す
。

乙
の
期
に
及
ん
で
、

も
っ
と
運
動
を
盛
り
上
げ
よ

ぅ
。
制
度
と
し
て
の
男
女
共
修
を
実
現
さ
せ
た
の
だ

か
ら
、
教
育
内
容
を
こ
ち
ら
が
願
う
も
の
に
し
て
し

ま
お
う
。
「
上
」
か
ら
降
り
て
く
る
も
の
を
黙
っ
て
待

つ
の
で
は
な
く
て
、
一
日
も
早
く
、
私
た
ち
が
願
っ

て
い
た
男
女
共
修
の
家
庭
科
を
乙
ち
ら
か
ら
つ
く
っ

て
し
ま
お
う
。
五
年
先
、
六
年
先
と
い
わ
ず
、
で
き

る
態
勢
を
整
え
て
実
現
し
て
し
ま
お
う
。

そ
の
た
め
に
、
家
庭
科
の
先
生
方
に
最
前
列
で
が

ん
ば
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
。
同
僚
を
説
得
し
、

職
員
会
議
で
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
。

せ
め
て
「
会
」
で
は
、
家
庭
科
の
先
生
方
の
強
力
な

助
っ
人
と
し
て
、
新
し
い
パ
ン
フ
を
作
ろ
う
!

四
月
の
総
会
の
あ
と
話
し
合
っ
て
、
す
ぐ
手
分
け
し

て
書
き
始
め
ま
し
た
。

A

5
判
詑
頁
の
ハ
ン
デ
ィ
な

パ
ン
フ
な
が
ら
、
中
身
は
ず
っ
し
り
。

I
ど
う
な
る
新
教
育
課
程
で
の
家
程
科

H
乙
う
し
て
共
修
は
き
ま
っ
た

皿
生
か
さ
れ
て
い
る
?
女
子
差
別
撤
廃
条
約

百
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
新
し
い
家
庭
科

V
利
用
し
て
下
さ
い
乙
の
資
料

深
い
グ
リ
ー
ン
、
前
回
の
黄
色
い
パ
ン
フ
と
合
わ

せ
た
時
、
色
あ
い
も
内
容
も
、
い
っ
そ
う
ひ
き
立
つ

よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。
予
価
三
百
円
、
七
月
中

旬
に
は
完
成
し
て
、
夏
の
様
々
な
集
会
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
事
務
局
ま
で
、

ど
し
ど
し
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
半
田
た
つ
子
)

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
で
き
ま
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
家
庭
科
は
共
修
に
な
ら
な
い
仰
い
」

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

教
課
審
の
答
申
で
家
庭
科
が
男
女
共
に
学
ぶ
方
向

は
決
ま
っ
た
も
の
の
、
「
あ
と
は
現
場
の
問
題
」
と
、

も
う
何
も
努
力
し
な
い
つ
も
り
の
文
部
省
担
当
官
や
、

今
だ
な
お
「
男
女
の
特
性
は
生
か
さ
な
け
れ
ば
」
と
、

男
女
に
違
っ
た
学
習
を
さ
せ
る
つ
も
り
の
校
長
が
い

る
か
ぎ
り
、
会
と
し
て
も
と
の
ま
ま
ジ
ッ
と
し
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
乙
と
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
に
、
家
庭
科
の
乙
と
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
乙
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
乙
と
に
し
ま
し

た
。
今
度
の
教
育
課
程
で
中
学
、
高
校
の
家
庭
科
が

ど
う
な
る
か
、
ど
ん
な
問
題
点
が
あ
る
か
、
な
ど
を

簡
潔
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
運
動
は
終
わ
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
話
し
合
い

の
場
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

無
料
で
す
。
お
申
し
込
み
下
さ
れ
ば
お
送
り
い
た
し

ま

す

。

(

馬

場

洋

子

)
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